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研究成果の概要（和文）：本研究は、アタッチメント理論の立場から、探索的に、入院病児およ

び通院病児に対する保育の現状と課題等を把捉し、そのあり得べき形に関して考察を行ったも

のである。病院内保育施設における病児の観察や保育士に対する面接、通常保育所における保

育士との理論研修および事例検討、幼少期における長期入院経験者を対象とした面接を通じて、

殊に子どもの自発的探索活動を支える保育環境のあり方に課題があることが浮き彫りになった。 
 
研究成果の概要（英文）：This study exploratorily examined current conditions and problems 
to be solved of sick children day-care in Japan in terms of attachment theory. From the 
observations of several hospitalized children and the interviews with their childcare 
workers, the joint sessions of case studies about some chronically sick children with the 
day-care workers, and the interviews with some adult women with the hospitalization 
experiences in childhood, especially the problems concerning the facilitation and restraint 
of children's exploratory behaviors were speculated to be most serious. 
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１．研究開始当初の背景 
 現在、全国病児保育協議会および日本小児

科学会や医療保育学会などの地道な活動お

よびそれと連動した国や地方自治体の施策

展開にもより、病児・病後児対応の保育所や

院内病児保育所の数は確実に増加し、医療保

育士などの常駐スタッフが病児の保育に専

門的に関わり得る状況が徐々に広まりつつ

ある。しかしながら、筆者はこれまで既に複

数の院内病児保育所と関わり、また医療保育

系の学会や研究会主催による保育研修等に

も携わってきたが、病児保育の内容は、少数

の保育士に全面的に委ねられている場合が

少なくはなく、それぞれの保育スタッフがま

さに手探りでそれぞれの病児保育のあり方

を模索しているというのが現状である。そう
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した保育スタッフの尽力に対しては無論、最

大限の敬意を表すべきであるが、実のとこ

ろ、このことは裏を返せば、病児に特化した

明確な保育理論や発達理論が未だ不在であ

り、そのことによる現場の混乱が相当に大き

いことを物語っている。 

 確かに、例えば全国病児保育協議会から出

版されている「改訂必携・新病児保育マニュ

アル」などは、病児保育に一定の指針を与え

得るものではあるが、病児の心理的ケアや心

の育ちに関する内容は相対的に稀薄であり、

病気の種類や通院・入院期間あるいは通院・

入院時の年齢や家族との分離などにおいて

きわめて大きな差異を有する病児一人ひと

りに対して、どのような保育を実践すべきか

ということについて具体的な示唆を与える

ようなものではない。 

 特に、これまで筆者はアタッチメント理論

に依拠しつつ親子の関係性に特別な関心を

寄せてきたが、現今の病児保育は、子どもの

発達の絶対的基盤たるアタッチメントの形

成や維持に関して、理論に裏打ちされた十分

な配慮や実践を行っているとは言いがたい

ものとして在る。実のところ、アタッチメン

ト理論の視座から見た時に、病児は元来、そ

れこそ病気やけがなどに伴う恐れや不安に

より最もその安全の感覚を揺るがされてい

ながら、通院・入院や特別な医学的措置によ

り時に養育者等との分離を余儀なくされる

（すなわち極度に高められたアタッチメン

ト欲求が充足されないままになる）存在と言

うことができ、そこに適切な介入やケアがな

されないと、二次的に、様々な社会情緒的発

達上の問題を抱え込む危険性にさらされて

いると考えることができる。 

 

２．研究の目的 

 上述したように、病児保育においては、と

りわけアタッチメント上の種々の問題に対

して特別な配慮が必要であると言い得るが、

現今のアタッチメント理論や先行研究の中

に、保育スタッフが（殊に様々な特質や背景

をもった複数の病児と同時に関わらざるを

得ない状況で）病児の潜在的な心理的危機や

発達上の課題に対していかに有効に対処す

ることができるのか、その実践的な方途まで

をも直接的に明示してくれるような知見を

見出すことは困難である。そこで本研究は、

病児保育現場の観察や担当保育士等に対す

る面接、および幼少期に病児保育を経験して

きた成人からの聴取等を通じて、現在の病児

保育の問題点や課題等を把握し、さらには保

育士を対象としてアタッチメント理論およ

びそれに基づいた病児・病後児ケアのあり方

等に関する実験的研修を試みることを通し

て、アタッチメント理論をいかに病児保育に

実践的に役立て得るのかについて考察を行

うことを企図した。 

 

３．研究の方法 本研究は大別して三つの視

座から探索的調査・実践を行った。 
①病院内保育施設 1 カ所における 6 回の非

積極的参与観察ならびに院内保育士 3 名、小

児病棟担当の臨床心理士・相談員 3 名に対す

る面接調査（2010～2011 年度）。 
②病児および障害児の通園保育を手がけ

る保育士を対象とするアタッチメント理論

およびそれに基づいた病児ケア・保育に関す

る合同研修および各園から事例を持ち寄っ

ての実践的検討。原則として月 1 回の実施と

し、各回の参加者は 10～20 名であった（2011
～2012 年度）。 
③小児性心疾患のため幼少時に長期入院

を経験した現在 20 歳代の成人 3 名に対する

面接調査（2012 年度）。 
 



 

 

４．研究成果  

①病院内保育施設における病児保育 

 当初の構想では、この病院内病児保育施設

での保育実践のあり方および入院中の病児

の生活全般に関するフィールド・ワーク実施

を主要目的に掲げていたが、病児の病状や体

調によって観察機会が大きく制約を受ける

こと、またインフルエンザ等の流行時節には

院外からの感染に最大限の注意を払う必要

があることからなどから、病院との協議の

上、結果的に限定された時間内、また院内保

育スペース内のみでの、子どもの遊びを中心

とした予備的観察を実施するに留まった。 

種々の発達理論、殊に子どものアタッチメ

ントに関して豊かな見識を有する保育士で

あったため、子どもの不安や恐れ等のネガテ

ィヴな情動の表出に関しては、きわめて感受

性豊かな対応を認めることができた。子ども

のその時々の状態やニーズも的確に見極め

られており、玩具や絵本等の選択およびそれ

らを利した子どもとの相互作用に関しても

概ね適切な関わり方を見て取ることができ

た。ただし、相対的に子どもの自発的な一人

遊びや子ども同士の相互作用は観察時間全

体を通して少なく、比較的、保育士主導型の

関わりが多かったと言える。 

ただし、こうした関わりについては、保育

士自身が苦慮するところでもあることが面

接から窺えた。病状や健康状態への配慮が最

も優先されなければならない状況下におい

て、アタッチメント理論で言うところの、自

発的な探索活動をどれだけ促し、また制約す

べきかについては単独では明確な方針が立

てられず、本来であれば担当医師との意見交

換が必須であるが、現状としてそうした機会

を持つことが難しいということが吐露され

た。また、集団活動を組織的に展開したいが、

子どもの病状や入院期間に広範なばらつき

がある中、保育の対象となる子どもの数や構

成は日々流動的であり、結果、子ども同士が

親密な仲間関係を形成することが困難であ

り、このことが病院内病児保育の最も大きな

課題であるとの認識が示された。一方、小児

病棟担当の臨床心理士・相談員からは、主に

病院全体における子どもの心理面および発

達に関する配慮の体制等について種々の情

報を得たが、医師・看護師・その他のスタッ

フ個々それぞれのそうした側面への意識は

相当に高いが、全体としての一貫性を図るよ

うな試みは不足しており、結果として、病院

内における親とは別のアタッチメント対象、

言い換えれば安全基地を確かに持ち得るに

至る子どもは相対的に少数に留まるのでは

ないかという見解が示された。 

②通常保育所における病児保育 

 発達心理学、とりわけアタッチメント理論

と保育との有機的な架橋に関心を有する保

育士有志を募り、研究会を組織し、原則、月

例で会合を重ねる中、病児や障害児に対する

心理的ケアのあり方についても検討を行っ

た。基本的に、前半は研究代表者が、アタッ

チメント理論および様々な発達理論に関し

て、それらと保育実践と結びつけるための説

明を行った。当初、参加保育士には、アタッ

チメントを単に子どもに対する愛情や子ど

もとの親密なコミュニケーション等と誤解

する向きも少なからず認められたが、徐々に

正当な理解が形成されるに至ったと判断さ

れる。その上で、提示された病児の事例を合

同で検討する時間を持った。 

病児事例は、治療継続中の気管支系・循環

器系・皮膚系・運動系等における慢性疾患お

よび極度のアレルギー体質などが大半を占

めた。定型発達の子どもが普通に遊ぶ中で、

子どもの自発的な遊びの欲求や探索活動を

いかにして適度なものに抑制し得るか、また



 

 

それに伴って生じるフラストレーション等

にいかに対処すべきかといった課題が多く

検討の対象とされた。 

中には、顎顔面形態と聴覚等に先天的疾患

を抱え、病院から定期的に保育所に保育を委

託された乳児の事例もあり、特にその子が親

の特殊な事情により、出生直後から病院での

入院生活を余儀なくされるというケースで

あったため、とりわけアタッチメントへの配

慮が必要と判断された。この事例の場合、い

わゆる無差別的社交性のアタッチメント障

害の特徴が顕著であり、その改善が急務と考

えられた。保育所内では、特定の保育士が、

情緒的利用可能性の原則に則り、物理的にも

情緒的にも高度に一貫した関わりを持つ中

で、徐々に、その特定保育士との間に緊密な

情緒的絆が形成されていく様子を見て取る

ことができた。しかし、このケースでは、保

育所での生活は 1週間の内のごく限られた時

間でしかなく、しかも、主たる生活の場であ

る病院との連携が実質的に不可能であり、今

後のトータル・ケアのあり方に大きな課題が

残されたと言える。 
③幼少時長期入院経験者が語る病児保育 
先天性小児心疾患により幼少期から児童

期を病棟で過ごし、現在、成人期に至ってい

る研究協力者に対して面接調査を行った。病

院内におけるスタッフとの関わりや養育者

等とのアタッチメントのあり方には、疾病や

その重篤度および病院の方針や構造等によ

って広範な差異があることが認められたが、

幼少時の長期入院体験者には、概して、自身

の今後の生活やライフコースに対する将来

展望が希薄である特徴が認められ、殊に幼少

期に心理的な自律性発達を支え促すという

視座が病院および子どもの養育環境全体に

おいてきわめて乏しい可能性が示唆された。

生活が病気治療中心にならざるを得ず、遊び

が極端に制約されることはやむを得ないこ

とと言えるが、その限られた可能性の中で、

子どもの自発的探索をいかにして促し得る

のか、その具体的な方策の案出が急務である

と考えられた。 
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